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令和５年度 第 1 回学校関係者評価委員会報告 

 

令和５年度第１回学校関係者評価委員会において実施した「令和４年度自己評価報告

書」に対する評価結果について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員名簿 

委員長：小潟竜一委員 副委員長：與儀忍委員 

阿部 慎也 グループホーム サンパティオ 施設長 

上田 誠治 埼玉県立三郷高等学校長 

小潟 竜一 特別養護老人ホーム吉川平成園 事務課長 

山岡 千賀子 介護保険複合施設憩いの里 介護職員 卒業生 

與儀 忍 ケアセンター岩槻名栗園 副施設長 

（五十音順） 

 

２ 学校教職員（陪席） 

久田 晴實 吉川福祉専門学校長 

池上 千惠美    同    教員 

山本 晃市    同    事務長 

田村 貴章    同    事務長代理 

 

３ 学校関係者評価委員会の開催状況 

  日  時：令和５年７月１４日（金）９時００分～１０時００分 

  会  場：吉川福祉専門学校 演習室 

  参加委員：学校関係者評価委員 4 名、学校教職員４名（陪席） 

  欠席委員：山岡千賀子 



４ 委員会次第 

  開会 

 （１）委嘱状交付 

 （２）委員の紹介 

 （３）校長挨拶（学校概要の説明） 

 （４）議長選出 

 （５）協議 

  ①教育活動の重点目標（令和５年度） 

  ②令和４年度「自己評価報告書」について 

  ③学校に対する意見・要望など 

 （６）その他 

  ①今後の予定 

  ②事務連絡等 

  閉会 

  閉会後、授業参観及び学校施設見学 

 

５ 学校関係者評価結果 

  別紙のとおり 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度吉川福祉専門学校 第１回学校関係者評価報告書 

 

令和５年 9 月 28 日 

 

１ 学校関係者評価の進め方の説明 

 

２ 「令和４年度自己評価報告書」に対する評価の実施 

 

１ 学校の理念、教育目標  

・特になし 

２ 本年度の重点目標と達成計画  

（委員）重点目標や達成計画の中で、特に本年度重きを置いている目標はなにか。 

（学校）特に重要視しているのは国家試験対策である。学校が「やらせる」というスタン

スでの実施は望んでいない。あくまでも学生主体で取り組めるような仕組みをつく

っていきたい。 

（学校）昨年度より、1 日 1 問、国家試験問題を玄関先に出題している。昨年度は教員が

出題していたが、今年度からは 2 年生（卒業学年）の学生が自分たちで 1 日 1 問 

出題している。 

 

基準１ 教育理念・目的・育成人材  

１－１ 【理念・目的・育成人材像】 

（学校）今後も様々な施設や企業、吉川市などともさらなる繋がりを持っていきたい。 

5 年間介護ロボット「HAL®」を活用してきたが、令和 5 年 3 月末でレンタル期間 

が終了。ここ数年はコロナ禍もあり実施が難しかった面もあった。今後はスポット 

的に授業で使用することも検討している。 

（学校）フランスベッド㈱と良好な関係を築けている。今年度は３回地域や福祉施設向け

の体験会を用意し実施した。フランスベッド㈱も専門学校とのコラボレーションは

初めてだということで評価をいただいている。 

（学校）国家試験合格率は９６．８％であった（32 名中 31 名合格）。不合格となった卒業

生は勉強が苦手だということで、５年間施設で働き正式な資格をとる方向で考えて

いる。 

 



基準２ 学校運営 

２－２ 【運営方針】 

（学校）６月に実施した文化祭（吉福祭）は２４６名の参加（教職員含む）があった。 

（学校）就職説明会について、今年度は１日のみ実施した。就職活動が若干早まっている

傾向がある。新規採用枠がすでに埋まっている施設もあるという情報もあった。 

（委員）就職活動が早まっているとのことだが、実際の現状についてはどうか。 

（学校）すでに内定をもらっている学生もいる。動き出しは例年になく早かったが７月に

入り落ち着いてきた。最後の実習が８月と９月にあり、その実習が終わってから最

終的に決めたいという学生がいる。 

基準３ 教育活動 

３－８ 【目標の設定】 

（学校）留学生の受入人数は他の養成校に比べ少ないが、これまでの国家試験の合格率は

半分くらいで推移してきた。今回卒業した 4 人の留学生は全員合格、また過年度卒

業した留学生も４人受験し全員が合格した。８人受験で８人合格となった。 

 

基準４ 学修成果 

４－１３ 【就職率】 

（学校）就職率１００％であった。 

（委員）学生が就職先を選ぶ理由に給料面があがっていたが、給料面以外での部分は。 

（学校）学生アンケートの結果を説明。 

 

基準５ 学生支援 

５－１７ 【中途退学への対応】 

（学校）退学者５人中３人が職業訓練生であり、理由は家庭の事情やメンタル面である。

本校としては受け入れたからには卒業させたいと思っている 

 

５－１８ 【学生相談】 

（学校）留学生は２年生に１人、１年生が０人である。現段階で来年はミャンマーから２

人くらい受験がありそうな状況である。 

（委員）私の施設にも特定技能で来日している外国人スタッフがいるが、資格取得に苦労

している。吉川福祉では過年度卒業生についてもサポートしているのか。 



（学校）卒業生に対しては模擬試験の案内や試験直前の対策講座の案内をしている。ま

た、個人的な質問に対しても対応している。施設でも職員の方が教えてくれている

ようだ。質問があったら丁寧に答えている。 

 

５－２１ 【卒業生・社会人】 

（学校）社会人の受け入れ状況は、ほぼハローワーク経由での職業訓練生である。 

 

基準６ 教育環境 

６－２２ 【施設・設備等】 

（学校）Ｗｉ－Ｆｉなどの教育環境を整えるのが喫緊の課題なのではないかと考えてお

り、様々な学習教材を見ることができるように画策している。また、今後は電子黒

板や天吊りプロジェクターの導入も検討したい。 

（学校）６月にあった局地的豪雨により、介護実習棟の廊下の一部が浸水した。 

 

基準７ 学生の募集と受入れ 

７－２５ 【学生募集活動】 

（学校）高校新卒者が徐々に増えており、近隣の学校から毎年コンスタントに１～２人、

入学していただいている状況である。千葉や茨城、遠方では岩手県から来られた方

もいる。 

 

基準８ 財務 

８－２８ 【財務基盤】 

（学校）吉川福祉専門学校単体で黒字化することができた。 

（委員）先生の待遇、定着率等についてはどのように考えているか。 

（学校）働く環境を少しでも良くしたいと思っている。教員採用に際しては法人とも折衝

しながら出来ることを個別に対応している。 

 

基準９ 法令等の遵守 

特になし 

 

 



基準１０ 社会貢献・地域貢献 

１０－３６ 【社会貢献・地域貢献】 

（学校）吉川市の認知症サポーターキャラバンの方に来ていただき認知症サポーター養成

講座を実施した。こども大学については今年度実施できそうである。 

 


